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読書メモ
大化の改新について：
古代史　闇に消えた謎を解く　　関　裕二　　PHP研究所
万葉集の中でその時代背景を読み解く中で「大化の改新」というのは、大きなイベントに一つである。そこで、今回は、その内容、背景について記載された文献について、検討してみた。
はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『大化の改新』とはそもそも、中大兄皇子と中臣鎌足らが唐から帰国した留学生とともに、唐の律令制を参考にして天皇中心の「中央集権国家建設」を目指したのがきっかけである。
しかし、「改新の詔」（後で説明する）に記された内容がきちんと達成されるまで実は50年以上の歳月を費やすことになる。
701年の大宝律令（たいほうりつりょう）の制定で、ようやくその目標としていた政治制度がほぼ確立される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--＞「『大化の改新』は「一日にして成らず」ともいえそうである。世の中の仕組みを大きく変えるほどの大改革は、すぐに成し遂げられるものではないということであろう。
もしかしたら、それはひとりの人間にもいえることかもしれない。
大化の改新の背景と概要:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　645年に起こった政変。それが『大化の改新』のきっかけとなる。『大化の改新』を「645年」と習っていたが、現在はその習い方が変わっている。実は、「645年」は『乙巳の変』（いつしのへん）という反乱が起きた年になる。そしてそれ以降に始まる数年間に及ぶ一連の政治改革を『大化の改新』という。

　厩戸王（うまやどのおう・聖徳太子）の死後、豪族・蘇我氏の権力が天皇家を上回るほどに強くなっていた。蘇我蝦夷（そがのえみし）は大臣として権力をふるい、皇極天皇（こうぎょくてんのう）の時になると、蘇我氏は聖徳太子の息子である山背大兄皇子（やましろのおおえのおうじ）を攻め滅ぼし、蘇我蝦夷の息子・蘇我入鹿（そがのいるか）が実権を握った。

そんな蘇我氏の天下をこころよく思わなかった人たちがいた。唐（昔の中国の王朝）から帰国した留学生や学問僧、また彼らから最新の政治技術を学んだ者たちが、国家体制を整備し、その中に諸豪族を編成することによって、官僚的な中央集権国家を建設し、権力集中をはかろうとする動きが起こった。その代表的な人物が、後の天智天皇（てんちてんのう）となる中大兄皇子（なかのおおえのおうじ）と、後の藤原鎌足（ふじわらのかまたり）こと中臣鎌足（なかとみのかまたり）である。彼らが中心となり、645年、蘇我入鹿を謀殺し、蘇我蝦夷は自殺に追い込まれた。

その後、中大兄皇子は軽皇子（かるのみこ・孝徳天皇（こうとくてんのう））を即位させて自らは実権を握り、人事を刷新。翌年、孝徳天皇は満を持して『改新の詔』を発令したといわれている。ただ、これは日本書紀に記されたことであり、この詔の信憑性に関しては、現在もさまざまな議論が起こっている。ここからが本格的な律令国家の基礎となる古代政治史上の一大改革の始まりである。

『改新の詔』に記された内容は次の4つである。

第一条「公地公民制」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それまで土地や人民は、王族・豪族がそれぞれ支配していたが、この「公地公民制」は「これからは豪族が所有していた土地や人民も国（天皇）が支配する。」というものであった。

　第二条「国郡里制度」（こくぐんりせい）
　「国郡里制度」は「全国を国（60以上）に・国をいくつかの郡に分ける」というもの。今の日本が47の都道府県に分かれているようなものである。地方行政組織を定め、中央の朝廷からは国司が派遣され、政治をとることを定めた。

　第三条「班田収授法」（はんでんしゅうじゅのほう）
「班田収授法」には、まず「6年に一度、みんなの戸籍をつくる」という前提がある。そのうえで「戸籍に従って土地（公地）をみんな（公民）に分け与える。そして亡くなったら国に返してもらいます」という内容が示されている。

　第四条「租調庸の税制」（そようちょうのぜいせい）
　「租調庸の税制」とは「みんな（公民）に税を負担してもらう」というもので、いわゆる統一的税制のことである。
　
1． 大化の改新は、改革潰しだった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大化の改新は、悪人の曽我氏を滅ぼし展開された改革だったと信じられているが、真相は全く逆だった？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽我氏は、中央集権化を推進していたのではないかと考えられ始めている。天皇家の直轄領「屯倉（みくら）」を増やす活動をしていたのが、天皇の外戚となって権力基盤を固めた曽我氏だったからである。　そのように考えると、中大兄皇子こそ、改革潰しに走った守旧派だったのではないだろうか。　そもそも、中大兄皇子が実権を握って行ったことは、無謀な海外遠征だった。これが。白村江（はくそんこう）の戦い（663年）である。民衆は、敗北することを悟り、朝廷の行動に批判的でさえあったと思われる。
2． 白村江の戦いになぜ突き進んだか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中大兄皇子は、実権を握ると、改革事業そっちのけで、百済救援に突き進む。何が彼をそうさせたのか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白村江の戦い（663年）で、日本は、朝鮮半島での足がかりを、失ったばかりか、滅亡の危機にたたされた。唐と新羅の大軍が日本列島に押し寄せるのを恐れた中大兄皇子は、西日本各地に多くの山城を築いた。幸い、唐はまず朝鮮半島北方の高句麗を攻め落とし、続いて新羅が唐を裏切ったので、中大兄皇子は、命拾いした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その後、中大兄皇子は、近江に都を築き、天智７年（668）年に即位する。この時も人々は、遷都を、非難し、各地で火災が発生したという。中大兄皇子は、本当に古代史の英雄なのあろうか？
3． 「正史」は、「正しい歴史」ではない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古代史を調べるうえで、もっとも重視されるのが「日本書紀」や「続日本紀」といった「正史」であるが、これは、朝廷が正式に編纂した歴史書である。　「正史」とは、「歴史の勝者（その時の権力者）が政権の正当性を証明するために記した文書」なのだから、政権にとって都合の悪いことは、平気で書き換えることができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もし、後世の私的な文書の中で正史と異なる内容の記述があった場合は、これを無視することはできない。
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